
この印刷物は，輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し，国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ ライスインキで印刷し，
印刷用の紙へリサイクルできます。

閉鎖循環式陸上養殖研究棟

～閉鎖循環式陸上養殖とは～
▲ 研究棟の外観

▼竣工式の様子

▲ 閉鎖循環式陸上養殖システム

　県では、近年、目まぐるしく変化する海
洋環境に対応していくため、サケ類等の
効率的で安定的な養殖技術を開発し、県
内事業者へ技術普及することを目的に、
閉鎖循環式陸上養殖研究棟を建設し、令
和6年度より運用を開始しました。

　「閉鎖循環式陸上養殖」とは、従来の海
面養殖やかけ流し式養殖と異なり、陸上の
施設で、飼育水をろ過システムを用いて浄
化しながら再利用し、養殖を行うもので
す。陸上養殖は自然環境や立地、魚種の制
約を受けにくく、飼育環境の管理により生
産性の向上や作業量の軽減が見込め、ま
た、排水が極めて少ないため環境負荷が小
さいことから、サステナブル（持続可能）な
養殖として、近年、注目が集まっています。


